障害者総合支援法のサービスについて
■対象となる障害者等　※介護保険該当者は、介護保険サービスが優先されます。

　(1)身体障害者(児)…身体障害者手帳が交付されている方

(2)知的障害者(児)…療育手帳が交付されている方。また、児童相談所等の判定を受けた方

　(3)精神障害者(児)…手帳または自立支援医療受給者証等を交付されている方等。
     (4)難病等対象者… 医師の診断書、特定疾患医療受給者証が交付されている方
障害福祉サービス一覧　　　　　　　　　　　　　　　*障害の種類や程度によって利用できないサービスもあります 
	名　称
	内　　容

	介護給付
	居宅介護（ホームヘルプ）
	自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

	
	重度訪問介護
	重度の肢体不自由者又は知的障害等で常に介護を必要とする人に、自宅で入浴、排せつ、食事の介護、外出時における移動中の介護などを総合的に行います

	
	行動援護
	自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、外出支援を行います

	
	同行援護
	重度の視覚障害により移動が困難な人に、外出時に同行して移動の支援を行います

	
	重度障害者等包括支援
	介護の必要性がとても高いと認められた人に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行います

	
	短期入所

（ショートステイ）
	自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、施設へ入所して、入浴､排せつ、食事の介護等を行います

	
	療養介護
	医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理､看護、介護及び日常生活の世話を行います

	
	生活介護
	常に介護を必要とする人に、主に昼間、障害者支援施設などで行われる入浴、排せつ、食事の介護や創作活動又は生産活動又は生産活動の機会の提供を行います

	
	施設入所支援
	施設に入所する人に、主に夜間において、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

	訓練等給付
	自立訓練（機能訓練･生活訓練）
	自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活能力の向上のために必要な訓練を行います

	
	就労移行支援
	一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います

	
	就労継続支援

（A型=雇用型、B型=非雇用型）
	一般企業等への就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います

	
	共同生活援助（グループホーム）
	地域で共同生活を営む人に、住居における相談や日常生活上の援助を行います

	地域生活支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　*障害の種類や程度によって利用できないサービスもあります

	名　称
	内　　容
	利用者負担等

	コミュニケーション

支援事業
	手話通訳者･要約筆記者(*)を派遣し、聴覚障害者等の意思疎通を支援します。なお、派遣料は無料です。

*要約筆記･･･話し言葉を要約して、難聴の方へ文字でお伝えします。

	移動支援事業
	上記介護給付の行動援護等の給付が受けられない人を対象とし、付添うことで障害者(児)の外出を支援します。またグループでの外出も支援します。
	原則1割

	日中一時支援事業
	放課後や休日等の一時的に障害者(児)を預かり、障害者(児)の日中活動の場の提供及び家族の就労支援等を行います。
	障害児…1時間あたり100円

障害者…1割

	地域活動支援センター
	利用者の創作活動や生産活動及び社会交流の機会の提供等、活動内容の充実を図ります。「雁木ぷらざ」(南町19-8) TEL0269(62)1312
	利用料無料　※食費・創作費等は実費負担


※利用者負担については、サービス量に応じた定率負担や所得に応じた月額上限･減免等がありますので、個別にご相談ください。

―利用手続き等についての問い合わせ先―
　飯山市役所保健福祉課障がい福祉係（0269-62-3111内線176・189）
